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※開館時間は各館で

　ご確認ください

※大田図書室は

　火土日曜・祝日が休室

２２２２

感染症の拡大状況によっては、臨時休館等サービスを変更する
可能性があります。最新情報は、ウェブサイトでご確認ください
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年末年始の休館のお知らせ年末年始の休館のお知らせ
年末年始につき、１２月２９日～１月３日は休館となりま
す。
休館中の返却は、ブックポストをご利用ください。
※DVDと紙芝居は、開館日にカウンターにお持ちください。

２０２０年もたくさんのご利用ありがとうございました。
新年も杵築市立図書館をどうぞよろしくお願いいたします。

２０２０年１２月

図書館だより
杵築市立図書館

『白日』（月村了衛著 /KADOKAWA）

『大分・別府　由布院　21’』（昭文社）

『レイシズムとは何か』（梁英聖著 / 筑摩書房）

『尖閣諸島が本当に危ない！』（潮匡人ほか著 / 宝島社）

『おひとりさまの終活「死後事務委任」』（國安耕太著 / あさ出版）

『子どもをキッチンに入れよう！』（藤野恵美著 / ポプラ社）

『イラストでわかるせん妄・認知症ケア』（川畑信也著 / 法研）

『ばぁばのおせち』（鈴木登紀子著 / 文化学園文化出版局）

『東京国立博物館の至宝』（東京国立博物館監修 / ブックエンド）

『お探し物は図書室まで』（青山美智子著 / ポプラ社）

『階段にパレット』（東直子著 / ポプラ社）

『ぼくもだよ。』（平岡陽明著 / 角川春樹事務所）

『星に帰れよ』（新胡桃著 / 河出書房新社）

『青田波』（佐伯泰英著 / 文藝春秋）

『飛ぶ孔雀』（山尾悠子著 / 文藝春秋）

『おばんでございます』（桜木紫乃著 / 北海道新聞社）

『本当の豊かさ』（ジャン・ジオノ著 / 彩流社）

『緑の髪のパオリーノ』（ジャンニ・ロダーリ著 / 講談社）
ほか

【杵築市立図書館】

※児童書は裏面をご覧ください。

今　月　の　新　着　本今　月　の　新　着　本

【山香図書室】

【大田図書室】

12 月に入り、新しい年を迎える準備に大忙
しの日が続きます。
お節や掃除、年賀状、お困りの問題は図書
館で解決！カウンターにてご相談ください。
本を探すお手伝いをします！

特別展示「土屋北彦氏の足跡」
「大分県の民話　総集編」刊行記念

長きにわたり、大分県内の民話を収集し伝
承・普及に努めた、杵築市在住の土屋北彦氏。
集大成として 2020 年 6月に「大分県の民話
総集編 ( クリエイツ刊 )」を刊行されたこと
を記念し、土屋北彦氏の著作や関わられた
資料を展示します。

期間：2020 年 12 月 2日 ( 水 ) ～ 12 月 28 日（月）
場所：杵築市立図書館 ( 本館 ) 知識の広場

【金賞】

【銅賞】

【銀賞】

  目ひょうは　一年間で　100 さつだ
　　　　　　　　　　　　　　　　朱里 （10）

  始まりは　まず読み聞かせ　好奇心
　　　　　　　　　　　　　　　　あん （75）

  コロナでも　どこでも行ける　本の旅
　　　　　　　山野草大好き女子 （42）

図書館川柳入賞作品が決まりました！

ご応募いただいた作品は本館ほか山香図書室、
各庁舎にて 1 月下旬まで展示します。

たくさんのご応募ありがとうございました！

このほかにもたくさんの本をご用意しています

『朝が来る』（辻村深月著 / 文藝春秋社）

2020 年 10 月公開。河瀨直美監督で実写化。

「子どもを、返してほしいんです」。 親子 3 人で穏や

かに暮らす栗原家に、ある朝かかってきた一本の電

話。電話口の女が口にした「片倉ひかり」は、確か

に息子の産みの母の名だった…。

あの日見た映画に、テレビドラマやアニメ作品。
そして、印象に残ったその原作本。

時には結末が異なったり、はたまたもっと広がりをみせたり。
あなたの気になる原作本はどれ？

映像作品の原作本
いかがですか？

12月の特集

『おらおらでひとりいぐも』

（若竹千佐子著 / 河出書房新社）

田中裕子主演で 2020 年 11 月に公開された映画の原

作。この先一人でどうやって暮らす？　捨てた故郷、

疎遠な息子と娘、亡き夫への愛。震えるような悲しみ

の果てに辿り着いた、圧倒的自由と賑やかな孤独と

は・・・。


